
湘南鎌倉総合病院・湘南鎌倉がんセンター準備室

湘南鎌倉総合病院オンコロジーセンターで開催されているCancer Board。湘南鎌倉がんセンターにも引き継がれることになる。

特定医療法人・沖縄徳洲会の湘南鎌倉総合病院（鎌倉市）が、2年
後を目標に「湘南鎌倉がんセンター」を設立する。どんな患者も拒まな
い、24時間診療の実現など日本の医療界の注目の的であった徳洲会
は近年、グループ独自にがん医療のあるべき姿を追求してきた。湘南
鎌倉がんセンターは、その集大成となる予定だ。

湘南鎌倉総合病院オンコロジーセンターで開催されているCancer Board。湘南鎌倉がんセンターにも引き継がれることになる。

特定医療法人・沖縄徳洲会の湘南鎌倉総合病院（鎌倉市）が、2年

がん医療に取り組む
徳洲会の新拠点

　湘南鎌倉総合病院では、毎月第3
火曜日に症例検討などを主体とし
たCancer Boardを開催している。
同病院は、拡張型心筋症に対する
左室縮小形成術、いわゆるバチスタ
手術の国内第1例を1996年に実施
するなど、循環器疾患の治療に長じ
た医療機関として国内外に名をと
どろかせてきたが、院内にオンコロ

ジーセンターを擁し、がん医療にも
取り組んでいることはあまり知られ
ていない。
　取材に訪れた日はそのCancer 
Boardの開催日だった。司会進行役
は、副院長でオンコロジーセンター
長の太田惠一朗氏。声楽が趣味と
いう同氏のよく通る、落ち着いた声
で、議事が進んでいく。この太田氏
こそが次代の徳洲会グループのが
ん医療の中核となるべき役割が期
待されている。
　太田氏がこの湘南鎌倉総合病院
に赴任したのは、今年の4月1日。
1982年に国立がんセンター（現国立

がん研究センター）の外科のレジデ
ントになり3年後の85年からは、癌
研究会附属病院で18年間、外科医
として勤務。筑波大学を経て、2006
年からは国際医療福祉大学三田病
院外科・消化器センター教授を務
める。一貫して消化器外科、言いか
えると消化器がんの手術を手がけ
てきた。
　太田氏の現在の肩書は、前述の
ように副院長、オンコロジーセン
ター長だが、もう1つが「湘南鎌倉
がんセンター準備室長」だ。

患者を断らない
がんセンターを目指す

　徳洲会といえば、医療界の風雲
児である徳田虎雄氏が一代で築
きあげた民間で最大規模の病院グ
ループ。徳田氏は、筋萎縮性側索硬
化症（ALS）を発病し、身体の自由
がきかない状態にあるが、国内外
のグループ病院の会議をテレビカ
メラでモニターし、平仮名ボードを
視線で示し、文章化する意思表示
法を駆使するなど、現在も現職の
理事長として、グループ内に目を光
らせる、依然として畏怖される存在
だ。グループ内の週刊機関紙である
徳洲新聞のコラム「徳田理事長の1
週間」では、自治体関係者、政治家、
新聞社の元社長、グループ病院の院
長など、毎日10名ほどの訪問客が
あることが分かる。その徳田氏が入
院しているのが、湘南鎌倉総合病院
の最上階の専用病室だ。
　「徳田理事長には3回ほど会った。

がん医療になみなみならない関心
があることがよく分かった」と太田
氏は語る。この徳田氏の号令のもと
に動き出しているのが、湘南鎌倉が
んセンター構想というわけだ。

がん治療支援・
緩和ケアチームの立ち上げ

　赴任した太田氏の最初の仕事は、
がん治療支援・緩和ケアチームの
立ち上げだった。外科医であると同
時に、東京都港区の在宅緩和ケア
支援推進協議会のメンバーでもあ
る同氏にとって、緩和ケアはライフ
ワークの1つでもある。
　この作業を太田氏は、「大した苦
労もなく、パッと立ち上がった」と
いう。
　同病院では、2008年に外来化学
療法センターを発足、既にがん薬
物療法看護師や薬剤師が在籍して
いた。このがん治療支援・緩和ケア
チームの立ち上がりは、がん診療の
潜在的な資源が豊富であることの
証明と同氏は語る。
　予定しているがんセンターの規
模は200床ほど。各がん種の専門的
な治療を行えるように、消化器セン
ター、女性腫瘍センターなどのセン
ター方式を採用する。がん診療とと

もに、現在湘南鎌倉総合病院の稼
ぎ頭の1つである健診センターをも
併設する。立ち上げ早々のがんセ
ンターには収益の面での不安定さ
も懸念されるが、その支えになるこ
とを期待されているのが健診セン
ターというわけだ。
　徳洲会のモットーは、「来る患者
は断らない」ということだが、太田
氏も「絶対に患者を断らないがんセ
ンターを目指す」と胸を張る。
　太田氏は「このがんセンターは
絶対に成功する」と語る。その自信
の根拠になっているのが、同病院
の総合病院としての地力だという。
「（湘南鎌倉総合病院には）心臓セ
ンター、脳卒中センター、血液浄化
センターなどの診療科が活動して
いる。こうした科との連携しやす
いところがこの病院の魅力の1つ」
と語る。

鎌倉にも多い進行がん患者

　現在、患者の遺伝的なバックグ
ラウンドを手掛かりに、新しい治療
法を開発する、患者一人ひとりのが
んに標的を合わせた個別化医療を
実現する動きが急ピッチで進んで
いる。一般的に、手術による切除標
本は遺伝子活性化ルートを研究す

湘南鎌倉総合病院（http://shonankamakura.or.jp/about/）。1988年に開設さ
れ、2010年9月に現在の鎌倉市岡本に新築移転（病床数574床）。放射線照射設
備、再生医療の幹細胞移植用セルプロセッシングセンターを備える。

（写真◎清水真帆呂）

オンコロジーセンターを率いる太田氏。人脈を活かした人材
確保も課せられたミッションの１つ。
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る材料になるのに、十分な検討が
行われていない。徳洲会グループ
は、現Chicago大学教授の中村祐
輔氏とともに患者のがん組織の遺
伝子解析（SNPプロジェクト）を続
けてきた実績がある。こうした患者
から分離した組織の管理とデータ
ベース化の作業を、がんセンターが

進めるという。
　湘南鎌倉にがんセンターが必要
だと、太田氏。
　「4月に赴任して分かったことが
ある」と同氏は言う。それは、「多く
の進行がん患者が鎌倉市にいるこ
と」だ。立地条件に手ごたえを感じ
ているということのようだ。

　徳洲会が大阪に最初の病院を開設したのは1973年。
以来、「24時間救急対応」、「いつでも誰でもどこでも医
療を受けることができる」を基本理念に、社会貢献してき
たという自負があります。2004年になって、徳田虎雄理
事長から、「これからはがんで命を落とす人が増えてくる。こ
うした患者を減らす社会貢献に取り組むように」という指
示がありました。そこで、徳洲会グループの中にオンンコロ
ジープロジェクトを立ち上げ、私がその事務局を担当する
ことになりました。折しも、文部科学省のオーダーメード医
療実現化プロジェクトがスタートしており、プロジェクトの
中心だった東京大学医科学研究所教授の中村祐輔氏と
SNP（１塩基置換遺伝子多型）プロジェクトで連携するこ
とになりました。このプロジェクトは現在も続いています。

治療レジメンの標準化から出発

　がんの基礎研究への貢献のために、オーダーメードプロ
ジェクトに参加した。では、診療について何をしようかとい
う議論になりました。まず注目したのが、薬物療法のレジ
メンです。当時は、徳洲会グループ内の病院間はもとより、
同じ病院内でも医師が違うと異なる薬物療法が行われて
いるという状況でした。そこで、グループでがん診療に取
り組んでいた医師らでがんの種類別に小委員会を組織し、
治療レジメンのグループ内の標準化に着手しました。　
　最初は、愛知県がんセンター名誉総長の小川一誠氏に
指導をお願いし、次に札幌医科大学教授の新津洋司郎氏
に顧問となっていただきながら、約180の標準レジメンを
作成しました。現在、グループの22病院が採用しており、
がん治療の90％をこれら標準レジメンで行っています。し
かも研究の進歩に伴い、個々のレジメンはリアルタイムで
更新することにしています。

グループ傘下に医療IT専門企業

　徳洲会では、傘下の病院に共通したがん登録システムを
構築していますので、がん患者の動態を瞬時に把握するこ

とができます。毎年、新規の
がん患者はグループ全体で
9,700名ほどです。こうした
標準レジメンの作成と改訂、
さらにがん登録の基礎になっ
ているのが、グループで統一
した電子カルテと電子オーダ
リングシステムです。
　徳洲会は、グループ病院のデータシステムの管理や開
発、電子カルテの導入支援などを行う「徳洲会インフォメー
ションシステム株式会社」（TIS）という専門IT企業を立ち
上げています。TISのシステムでは、全国のグループ内のど
の病院のどの医師がどのような患者に対してどのような治
療を行ったという情報が、20分毎に更新されます。
　将来は、このシステムを拡充して、レジメン単位や病院
単位、さらには医師一人ひとりの治療のアウトカムを即座
に把握できるようにする計画です。あるがんの同じステー
ジにある患者の治療アウトカムにばらつきがあるとしたら、
すぐに是正しなければなりませんが、こういう意思決定が
速やかにできることになります。こうしたデータの収集は、
新しい治療の副作用の予測にも威力を発揮するでしょう。
当然、新薬の治験データの迅速な収集や、経営分析にも
利用できるはずです。

湘南鎌倉がんセンターへの期待

　いま計画が進展している湘南鎌倉がんセンターは、民
間病院では屈指のがんセンターになるはずです。既存のが
ん専門病院の中には、旧態依然とした縦割りの弊害ゆえ
に、診療科間の連携が不十分で、患者に不利益をもたらし
ている病院もあるのではないかと思います。新しいがんセ
ンターでは、そうした診療科の枠にとらわれず、柔軟にチー
ム医療に貢献する新しい資質を備えた医師に参加して頂
きたい。がん診療の分野で豊富な人脈を持つ太田先生に
は、ぜひそういう人材を集めてほしいと願っています。（談）

グループ共通の情報基盤が徳洲会がん医療の強み
湘南厚木病院長・篠崎伸明氏（徳洲会専務理事）

まだ準備室だが2年後にはセンターになる。

第20回日本乳癌学会学術総会が残した

 　 つの宿題6 第20回日本乳癌学会学術総会が熊本で開催され、このほど盛会のうちに
閉幕した。総会では、研究成果とともに新しい課題が数多く登場した。ここ
に、将来の日本の乳癌診療に大きな影響を与えるであろう６つのテーマを
紹介する。これらは参加した学会員に課せられた宿題であり、同時に新たな
乳がん医療の構築に向けた胎動とも成り得るだろう。

（イラスト◎なかがわみさこ）
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